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みなとみなとみなと トピックス

職員基礎研修を開催
　11月12日、アートホテル大阪ベイタワーにて、平成30年度職員基礎研
修を実施しました。
　この研修は、職員の定着率向上を目的に１年目から３年目までの職員
を対象とし、平成27年度から実施しております。
　今年度からは、新たに創設されました『研修企画部』
が主催となり行われました。
　今回の研修は45名を対象に、ブレインストーミン
グ、ＫＪ法を用いて、『利用者支援に大切なもの』を
テーマにグループディスカッションを行いました。
　ディスカッションでは、さまざまな意見が交わされ、
普段関わる事の少ない法人内の他施設職員との意見
交換・情報共有の場となりました。

公益的な取り組み

港区民まつり会場
清掃ボランティア

　平成３０年１０月７日、８日の２日間、港区民まつりが行
われ、会場である八幡屋公園内の清掃を実施しました。こ
うせいみなとからは9名の利用者が参加されて、大阪コミュ

ニティ協会 港区支部協議会職員の方と協力してゴミ拾い等の清掃に取り組みました。今年は例年に比べてゴミの量が少
なくスムーズに進みました。来年も地域の方々と協力して実施していきたいと思います。

（救護施設こうせいみなと　池田隆弘）

編 集 後 記
　明けましておめでとうございます。昨年は広報紙『みなと』をお読み頂きありがとうございました。今年も、当法人の取り組みや、施

設を利用されている方々 が行事で楽しんで頂いている様子などをもっと皆様にお伝えしたいと思いますので、引き続き、広報紙『みなと』

を宜しくお願い致します。

　さて、今号は、各救護施設での野外生活訓練、合同文化事業、特別養護老人ホームでの諸行事の様子をお伝えしました。各行事と

も利用者の皆さんとても楽しまれており、本当にいい笑顔をされています。

介護や生活支援に携わる私たちにとって、単に身の回りのお世話をしているのではなく、その方の生活や生き方に関わり総合的に支援し

ている、そういった介護観を普段から大切にしていかなければならないと改めて感じました。　　　　 みなと寮　法人本部　中谷　厚
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　毎号シリーズで公益的な取り組みをご紹介していきます。
第７号は特別養護老人ホーム愛港園の配食サービスの取り
組みです。
　現在、愛港園の配食サービスは、月曜日1名、金曜日2名の
方に、お昼ご飯を無料で宅配し、召し上がって頂いています。
愛港園が古くから取り組んでいる地域サービスの一つで、回
数は少ないのですが、独居の高齢者の方に、安否確認も兼ね
て温かいお食事を提供できるとあって、大変ご好評頂いてお
ります。「いつもありがとうございます」「とっても美味しいで
す」とお話して下さる地域の方々の笑顔に我々も支えられて
いるのだなと感じます。今後も多くの方々にご利用して頂け
たらと考えています。

研修の様子



　『野外生活訓練』として11月５、６日の２日間、

長野県の昼神温泉へ出かけました。観光をはさ

んで、昼神温泉のホテル阿智川へ。「泉質によ

りお肌がつるつるになりました！」と利用者より

驚きと喜びの声をたくさん頂きました。また料理

も、ホテルの会席をはじめ、地元の名物料理

を活き活きとした表情で堪能されていました。

　旅行中、普段の生活の中では見ることのでき

ない利用者の豊かな表情や違った一面を見るこ

とができました。

（救護施設みなと寮　香川菜摘）

　１０月２９、３０日の２日間、『野外生活訓練』

として若狭方面へ出かけました。道中、バスを

降り、京都・美山町の「かやぶきの里」に立

ち寄りました。ここは数多くのかやぶき民家が

現存しており、国の重要伝統的建造物群保存

地区に選定されています。日本の原風景に出会

えるスポットとして人気で、昔ながらの町並みを

散策しながら、利用者は「なつかしい」「子ど

もの頃を思い出す」などと話されていました。

（救護施設こうせいみなと　内堀世紀）

　11月19日、20日の2日間で『野外生活訓練』

として愛知方面へ出かけました。天候にも恵ま

れ、皆さん期待に胸を膨らませて出発しました。

　「あいち航空ミュージアム」で「ゼロ戦」を

見学し、「食品サンプル作り体験」では、蝋で

レタス・えび天等のサンプルを作りました。

　地域とのふれ合いやもの作り体験を通して、

少しでも自立意識の底上げにつながったらなと

感じています。

（救護施設千里寮　池田昌子）

　毎年11月に「マグロ解体ショー」を開催してい

ます。

　今年のマグロは長崎県産の本マグロ（１回目

46.6kg、2 回目 40.8kg）を使用。丸々太って

いて例年より大きく、非常に脂が乗っていまし

た。切り落としたマグロの頭を利用者の目の前

へ持って行くと皆様興味津々。捌かれたマグロ

は造りや刻みにして、利用者の皆様にその場で

試食もしていただき「美味しいー」「こんなん

初めてや」と非常に喜ばれていました。当日の

昼食は解体ショーで使用したマグロを提供させ

ていただきました。

（弘済院第1特別養護老人ホーム　塩飽峰美）

　12 月 22 日（土）・2４日（月）・25 日（火）

の3日間は、みなとデイのクリスマス会で盛り上

がりました。スタッフによるハンドベル演奏や、

看護師さんのフルート演奏、サンタさんによるギ

ターコンサートなど、利用者と会場一体になり

盛り上がりました。

（みなとデイサービスセンター　豊原由美子）

　年の瀬迫る年末の風物行事である「もちつき」

を開催しました。

力強く餅をつくタイミングに合わせて自然に「よ

いしょー」と声があがり、笑い声の中で杵を手

に取りぺったんぺったんと大きなおもちがつきあ

がりました。

　ちいさくちぎったおもちを試食して晴れやかな

表情で過ごすことができました。平成最後となっ

た年末もあと数日、皆さんの長寿を願い健康を

お祈りして新年を迎える準備は整いました。

（特別養護老人ホーム愛港園　浅田大輝）

救護施設千里祭 救護施設こうせいみなと 救護施設みなと寮みなとデイサービスセンター 弘済院第 1特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム愛港園
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クリスマス会 マグロ解体ショーも ち つ き 野　外　生　活　訓　練


